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上質紙（ ％）出力時、モノクロ出力は水平 ・垂直 で、カラー出力は水平 ・垂直 で出力してく

京
田
議
４
・
５
面

０
８
０
１
０
４
０
５

井

尚

奥

尚

井

奥

奥

藤

小

林

正

路

議
員
（
市
民
の
眼

）

橘

雄

介

議
員
（
市
民
の
眼

）

青

木

綱
次
郎

議
員
（
共
産
党
）

南

部

登
志
子

議
員
（
無
会
派
）

新田辺駅
東 口

わ
が
市
に
文
化
会
館
、

文
化
ホ
ー
ル
の
建
設
を
。
体

育
館
に
ゴ
ザ
を
敷
き
つ
め
て

敬
老
会
な
ど
、
い
つ
ま
で
続

け
る
つ
も
り
か
。
田
辺
町
時

仮
称
）

代
か
ら
の
懸
案
だ
。
実
施
計

画
を
示
せ
。

教
育
部
長

検
討
し
て
い

る
。
状
況
を
見
て
対
応
を
。

松
井
山
手
地
区
の
パ
チ

ン
コ
店
の
出
店
問
題
。
開
発

の
問
題
は
田
辺
町
時
代
な
ら

議
会
も
行
政
も
、
地
元
区
も

一
体
と
な
り
対
策
協
議
会
を

設
け
、
開
発
の
是
非
を
論
議

し
た
。
今
は
業
者
の
や
り
放

題
か
。
市
は
何
を
し
た
か
。

建
設
部
長

地
元
に
説
明

す
る
よ
う
業
者
指
導
を
し

た
。
昨
年
末
に
京
都
府
が
開

発
許
可
を
出
さ
れ
て
い
る
。

新
田
辺
駅
東
口
エ
レ
ベ

ー
タ
ー
設
置
問
題
。
大
き
な

荷
物
を
抱
え
た
高
齢
者
や
、

子
ど
も
と
荷
物
の
両
方
で
高

架
駅
舎
の
乗
降
に
困
り
果
て

て
い
る
。
近
鉄
に
強
く
要
請

さ
れ
よ
。

経
済
環
境
部
長

引
き
続

き
強
く
要
望
し
て
い
く
。

再
び
、
議
員
の
費
用
弁

償
、
日
当
は
廃
止
せ
よ
。
議

員
は
毎
月
報
酬
を
得
て
、
そ

の
上
に
議
会
へ
出
席
す
る
度

に
３
千
円
の
日
当
を
受
け
取

る
の
は
ず
る
い
。
市
長
は
議

会
に
対
し
廃
止
を
求
め
よ
。

通
告
を
せ
よ
。

市
長
公
室
長

市
長
は
廃

止
で
き
な
い
。
議
会
は
こ
の

ま
ま
で
良
い
と
い
う
考
え
で

は
な
い
の
か
。

わ
が
ま
ち
が
さ
び
れ
な

い
よ
う
市
民
を
元
気
づ
け
よ
。

子
ど
も
が
少
な
く
、
高
齢
者

多くの市民が乗降する
近鉄新田辺駅東口の階段

が
増
え
て
い
く
。
こ
の
ま
ち

を
ど
う
す
る
か
。
税
金
も
生

活
費
も
増
加
す
る
一
方
だ
、

市
民
を
元
気
づ
け
、
し
っ
か

り
市
民
を
守
る
姿
を
見
せ
よ
。

日
中
友
好
を
政
府
に
要

請
さ
れ
よ
。
隣
国
の
中
国
は

最
大
の
貿
易
相
手
国
だ
。
府

下
に
は
舞
鶴
港
が
あ
る
。
貿

易
を
通
し
て
府
下
全
体
、
京

田
辺
市
の
産
業
や
経
済
、
生

活
の
向
上
に
役
立
て
よ
。
政

府
に
要
請
さ
れ
よ
。

戦
後

年
。
新
憲
法
の

下
、
戦
争
放
棄
、
教
育
基
本

法
制
定
、
戦
争
は
し
な
い
と

決
め
た
は
ず
。そ
れ
が
い
ま
、

改
憲
、
軍
備
を
持
つ
時
代
に

向
か
う
。い
つ
か
来
た
道
へ
。

し
っ
か
り
対
応
さ
れ
よ
。

同
志
社
大
学
文
系
学
部

の
今
出
川
移
転
報
道
を
受
け

て
。

２
０
１
３
年
度
を
目
途

に
移
転
す
る
と
い
う
報
道
の

事
実
経
過
は
。

助
役

大
学
当
局
に
確
認

し
た
と
こ
ろ
、
本
年
３
月
に

大
学
将
来
構
想
委
員
会
か
ら

答
申
が
さ
れ
、
平
成

年
度

ま
で
に
文
系
学
部
を
京
田
辺

か
ら
今
出
川
キ
ャ
ン
パ
ス
へ

全
面
移
転
す
る
と
い
う
こ
と

で
あ
っ
た
た
め
、
直
ち
に
市

長
が
八
田
学
長
と
面
談
を
し
、

学
生
が
激
減
す
る
こ
と
で
、

本
市
の
ま
ち
づ
く
り
や
地
域

経
済
に
重
要
な
影
響
を
も
た

ら
す
も
の
で
あ
る
こ
と
を
申

し
入
れ
、
学
長
の
考
え
方
や

同
志
社
大
学
の
方
針
に
つ
い

て
確
認
を
行
っ
た
。
一
定
の

学
生
数
は
減
る
が
、
京
田
辺

キ
ャ
ン
パ
ス
は
、
理
工
系
学

部
の
拠
点
と
し
て
位
置
づ
け

ら
れ
る
し
、
新
た
な
学
部
も

設
置
予
定
さ
れ
て
い
る
。
体

育
の
授
業
や
ク
ラ
ブ
活
動
も

学生数が減少する同志社大学京田辺キャンパス

行
わ
れ
る
の
で
、
学
生
の
ま

ち
京
田
辺
の
イ
メ
ー
ジ
が
、

大
き
く
損
な
わ
れ
る
こ
と
は

な
く
、
こ
れ
ま
で
と
違
っ
た

高
度
の
学
術
面
、
産
学
連
携

の
面
で
ま
ち
づ
く
り
に
大
き

く
貢
献
で
き
る
の
で
は
。

移
転
が
実
現
し
た
場
合
、

市
の
財
政
や
周
辺
の
地
域
業

者
等
へ
与
え
る
経
済
的
損
失

額
は
ど
れ
ぐ
ら
い
な
の
か
。

助
役

推
定
学
生
数
は
今

よ
り
５
５
０
０
人
、
下
宿
者

数
が
１
８
０
０
人
程
度
減
少

す
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
る
た

め
、
普
通
交
付
税
で
約
１
億

７
５
０
０
万
円
の
減
少
、
地

元
へ
の
影
響
額
は
約

億
１

０
０
０
万
円
。そ
の
結
果
、各

業
者
か
ら
の
市
税
収
入
が
一

定
額
影
響
を
受
け
る
こ
と
が

予
測
さ
れ
る
。
地
元
の
業
者

に
対
し
て
は
、
必
要
な
情
報

を
提
供
し
て
い
く
が
、
マ
ン

シ
ョ
ン
経
営
は
個
人
の
資
産

運
用
に
な
る
の
で
、
特
に
説

明
会
を
す
る
考
え
は
な
い
。

同
志
社
大
学
が
あ
る
こ

と
の
経
済
効
果
を
算
出
し
、

そ
れ
を
今
後
の
ま
ち
づ
く
り

に
生
か
す
べ
き
。

助
役

学
生
の
生
活
実
態

や
消
費
行
動
を
把
握
し
、
経

済
効
果
を
算
出
す
る
こ
と

で
、
ま
ち
づ
く
り
を
計
画
的

に
進
め
て
い
く
べ
き
、
と
基

本
的
に
は
考
え
て
い
る
。

行
政
と
業
者
の
談
合
や

議
員
に
屈
す
る
事
件
が
多
発
。

政
治
倫
理
条
例
を
見
直
し
、

職
員
倫
理
の
確
立
、
審
査
委

員
会
設
置
等
の
検
討
を
。

市
長

厳
し
い
倫
理
観
で

行
動
す
る
。
議
員
の
意
向
が

あ
れ
ば
条
例
制
定
を
議
論
。

市
長
公
室
長

何
が
不
適

切
か
は
困
難
。
政
策
決
定
に

市
民
参
画
と
情
報
公
開
を
。

職
員
行
動
規
範
は
検
討
。

建
設
部
長

透
明
性
あ
る

公
正
な
入
札
改
革
と
仮
称
開

発
ま
ち
づ
く
り
条
例
を
制

定
。審
査
委
設
置
は
し
な
い
。

教
育
基
本
法
を
順
守
し
、

市
教
委
は
独
立
性
を
確
保
し
、

児
童
、
生
徒
の
人
権
と
主
体

性
を
尊
重
、
感
性
豊
か
な
個借景保全が望まれる一休寺の方丈庭園

性
を
育
み
、
人
生
の
選
択
肢

を
示
せ
る
教
育
を
目
指
せ
。

市
内
中
学
生
逮
捕
事
件
の

全
貌
と
居
場
所
づ
く
り
等
の

対
策
と
心
の
ノ
ー
ト
、式
典
、

職
員
会
議
等
の
議
論
を
。

教
育
長

独
立
機
関
と
し

て
適
切
な
指
導
と
運
営
を
。

教
育
部
長

関
与
生
徒
と

学
校
、
家
庭
に
指
導
、
支
援
。

高
齢
者
の
介
護
負
担
額

軽
減
と
十
分
な
介
護
を
受
け

ら
れ
る
独
自
策
支
援
を
。

ケ
ア
の
充
実
へ
、
宅
老
所

の
小
学
校
区
毎
設
置
や
グ
ル

ー
プ
ホ
ー
ム
増
設
、
要
支
援

者
の
サ
ー
ビ
ス
低
下
防
止
を
。

福
祉
部
長

地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
は
当
面
一
カ
所
。

新
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画

で
在
宅
介
護
の
充
実
図
る
。

要
支
援
は
介
護
予
防
ケ
ア

策
で
現
状
維
持
を
。
障
害
者

の
自
立
支
援
給
付
等
は
検
討
。

安
心
、
安
全
の
生
活
道

路
へ
。
危
険
な
側
溝
改
善
等

住
民
要
望
や
団
体
協
力
で
調

査
検
討
し
、
歩
道
、
街
灯
、

溝
蓋
の
計
画
的
整
備
を
。

主
要
交
差
点
の
名
称
、
公

共
施
設
の
明
示
を
。
草
内
一

丁
田
池
の
全
天
候
型
整
備
は

中
止
し
文
化
ホ
ー
ル
建
設
と

ウ
ェ
ル
サ
ン
ピ
ア
活
用
検
討
。

建
設
部
長

溝
蓋
は
必
要

に
応
じ
、
歩
道
改
良
、
道
路

整
備
の
際
に
行
う
。
府
道
の

地
名
標
識
は
近
々
設
置
。
公

共
施
設
明
示
は
検
討
す
る
。

市
長
公
室
長

ウ
ェ
ル
サ

ン
ピ
ア
の
情
報
は
注
視
検
討
。

教
育
部
長

一
丁
田
池
の

全
天
候
型
施
設
は
地
盤
の
安

定
と
財
源
確
保
を
検
討
。

高
齢
者
増
税
や
定
率
減

税
廃
止
な
ど
増
税
の
影
響
は
。

市
民
の
暮
ら
し
を
守
る
た

め
、
国
保
税
・
介
護
保
険
料

市民税の納税通知書用封筒

等
の
負
担
軽
減
、
高
齢
者
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
の

自
己
負
担
金
免
除
基
準
の
見

直
し
な
ど
行
う
べ
き
。

確
定
申
告
に
お
け
る
高
齢

者
へ
の
障
害
者
控
除
認
定
書

発
行
制
度
の
周
知
徹
底
を
。

市
長

い
ろ
ん
な
負
担
増

が
出
て
い
る
。
国
が
や
る
施

策
に
付
随
す
る
も
の
の
軽
減

は
、
行
政
の
直
接
的
責
務
で

な
い
と
認
識
し
て
い
る
。

助
役

高
齢
者
へ
の
非
課

税
措
置
廃
止
で
新
た
に
均
等

割
で
千
七
百
人
に
、
所
得
割

で
千
人
に
、
課
税
。
定
率
減

税
半
減
で
市
民
税
は
一
人
当

り
七
千
五
百
円
の
増
税
。

助
役

障
害
者
控
除
認
定

書
発
行
に
つ
い
て
、
研
究
し

で
き
る
だ
け
の
こ
と
は
対
応

す
べ
き
と
考
え
る
。

福
祉
部
長

国
保
税
・
介

護
保
険
料
の
市
独
自
の
軽
減

措
置
は
考
え
て
い
な
い
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接

種
の
負
担
免
除
者
は
減
少
す

る
と
考
え
る
が
変
更
は
し
な

い
。

松
井
山
手
地
区
の
ま
ち

づ
く
り
に
つ
い
て
、
市
が
約

束
し
た
内
容
に
そ
っ
て
京
阪

電
鉄
と
文
書
を
取
り
交
わ
す

べ
き
。

建
設
部
長

京
阪
電
鉄
は

昨
年

月
に
関
係
自
治
会

に
、
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
の

考
え
方
に
つ
い
て
明
確
に
し

て
お
り
、
再
度
の
文
書
は
必

要
な
い
と
考
え
て
い
る
。

松
井
山
手
地
区
の
地
区

計
画
に
つ
い
て
、
ま
ち
づ
く

り
懇
談
会
な
ど
市
民
参
加
の

手
法
も
取
り
い
れ
て
、
見
直

す
べ
き
。

建
設
部
長

地
区
計
画
の

提
案
制
度
が
整
備
さ
れ
て
お

り
、
市
民
の
提
案
が
あ
れ
ば

真
摯
に
受
け
止
め
検
討
す
る
。

都
市
計
画
審
議
会
が
あ
る

の
で
、
新
た
な
懇
談
会
等
は

考
え
て
い
な
い
。

松
井
山
手
駅
周
辺
に
多

目
的
ト
イ
レ
を
備
え
た
公
衆

ト
イ
レ
の
設
置
を
。

市
長

行
政
だ
け
で
な

く
、
広
く
視
野
に
入
れ
協
議

を
進
め
た
い
。

助
役

費
用
対
効
果
を
考

え
た
上
で
判
断
す
る
。

年（平成 年） 月 日


